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I. LED ディスプレイ部品リスト 

項目 画像 部品名 数量 注 

1 

 

ユニット シャーシ 

1 上部モジュール 
1 個 

 ユニット シャーシ 1 上部モジュール

を構成する 3 つのキャビネットの内

側には、1 から 3 までの番号が記さ

れています。 

2 

 

ユニット シャーシ 

1 下部モジュール 
1 個 

 ユニット シャーシ 1 下部モジュール

を構成する 3 つのキャビネットの内

側には、4 から 6 までの番号が記さ

れています。 

3 

 

ユニット シャーシ 

2 上部モジュール 
1 個 

 ユニット シャーシ 2 上部モジュール

を構成する 3 つのキャビネットの内

側には、7 から 9 までの番号が記さ

れています。 

4 

 

ユニット シャーシ 

2 下部モジュール 
1 個 

 ユニット シャーシ 2 下部モジュール

を構成する 3 つのキャビネットの内

側には、10 から 12 までの番号が記

されています。 

5 

 

ユニット シャーシ 

3 上部モジュール 
1 個 

 ユニット シャーシ 3 上部モジュール

を構成する 3 つのキャビネットの内

側には、13 から 15 までの番号が記

されています。 

6 

 

ユニット シャーシ 

3 下部モジュール 
1 個 

 ユニット シャーシ 3 下部モジュール

を構成する 3 つのキャビネットの内

側には、16 から 18 までの番号が記

されています。 

7 

 

ユニット シャーシ 

4 上部モジュール 
1 個 

 ユニット シャーシ 4 上部モジュール

を構成する 3 つのキャビネットの内

側には、19 から 21 までの番号が記

されています。 

8 

 

ユニット シャーシ 

4 下部モジュール 
1 個 

 ユニット シャーシ 4 下部モジュール

を構成する 3 つのキャビネットの内

側には、22 から 24 までの番号が記

されています。 
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9 

 

ユニット シャーシ 

5 上部モジュール 
1 個 

 ユニット シャーシ 5 上部モジュール

を構成する 3 つのキャビネットの内

側には、25 から 27 までの番号が記

されています。 

10 

 

ユニット シャーシ 

5 下部モジュール 
1 個 

 ユニット シャーシ 5 下部モジュール

を構成する 3 つのキャビネットの内

側には、28 から 30 までの番号が記

されています。 

11 

 

ユニット シャーシ 

6 上部モジュール 
1 個 

 ユニット シャーシ 6 上部モジュール

を構成する 3 つのキャビネットの内

側には、31 から 33 までの番号が記

されています。 

12 

 

ユニット シャーシ 

6 下部モジュール 
1 個 

 ユニット シャーシ 6 下部モジュール

を構成する 3 つのキャビネットの内

側には、24 から 36 までの番号が記

されています。 

13 

 

天吊りプレート 12 個 

 この接続プレートは、各ユニット シ

ャーシの上部モジュールと下部モジュ

ールを接続し、固定するために使用さ

れます。 

14 

 

KM8x16mm ネジ 24 個 
 このネジは、接続プレートをユニット 

シャーシに固定するものです。 

 締め付けトルク: 2.5 kgf・m 

15 

 

下部フレーム 1 1 セット 

 この部品は、FHDC163 の下のフレー

ム モジュールの左側に取り付けられ

ています。ご使用前に必ず「下部フレ

ーム 2」と一緒に組み立ててくださ

い。 

16 

 

下フレーム 2 1 セット 

 この部品は、FHDC163 の下のフレー

ム モジュールの右側に取り付けられ

ています。ご使用前に必ず「下部フレ

ーム 1」と一緒に組み立ててくださ

い。 

17 

 

LED パネル 288 個 

 LED パネルは、FHDC163 画面を組み

立てるための重要なコンポーネントで

す。 

 取り付け面にはポカヨケ設計を採用

し、誤取付を防止します。 
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18 

 

壁マウント ブラケ

ット コネクタ ピー

ス 

2 個 

 この部品は、壁マウント ブラケット 

1 と 2 のコンポーネントを接続およ

び固定し、単一のユニットに統合する

ために使用されます。 

19 

 

ストッパー プレー

ト-L 
1 個 

 壁マウント スライド レールの左端に

取り付けられたストッパー コンポー

ネントで、取り付けたディスプレイが

滑り落ちるのを防ぎます。 

20 

 

ストッパー プレー

ト-R 
1 個 

 壁マウント スライド レールの右端に

取り付けられたストッパー部品で、取

り付けたディスプレイが滑り落ちるの

を防ぎます。 

21 

 

壁マウント ブラケ

ット 
4 個 

 LED ディスプレイ ユニットを壁また

はローリング スタンドに取り付ける

ための構造を提供します。 

22 

 

左角 FFC ケーブル 1 個 

 長さは 416 mm です。 

 このケーブルは、下部フレームのシス

テム ボードをユニット シャーシ 3 

の配電盤に接続するために使用されま

す。 

23 

 

右角 FFC ケーブル 1 個 

 長さは 273 mm です。 

 このケーブルは、下部フレームのシス

テム ボードをユニット シャーシ 4 

の配電盤に接続するために使用されま

す。 

24 

 

529 mm FFC ケーブ

ル 
4 個 

 長さは 529 mm です。 

 この FFC ケーブルは、ユニット シャ

ーシ 1 と 2、ユニット シャーシ 2 

と 3、ユニット シャーシ 4 と 5 を

接続するために使用される信号ケーブ

ルです。 

25 

 

180 mm FFC ケーブ

ル 
6 個 

 長さは 180 mm です。 

 この FFC ケーブルは、ユニット シャ

ーシ 1 ～ 6 の上部モジュールと下部

モジュール間の信号接続に使用されま

す。 

26 

 

電源コード 1 個 

 これは、FHDC163 に AC 電源を供給

するために使用される電源コードで

す。 

 FHDC163 では、お客様が選択できる

次の 4 種類の電源コードを提供して

います: 米国規格、英国規格、EU 規

格、オーストラリア規格。 



    
                            

 
 

5 

 

27 

 

ロック ブロック 12 個 

 これは、下部フレームをシャーシに組

み立てる際に使用する締結部品です。  

 この部品は下部フレームの固定ピンと

組み合わせて使用します。 

28 

 

M8 拡張ボルト 24 個 

 これは、FHDC163 壁マウント ブラケ

ットをコンクリートまたはレンガの壁

に固定するために使用される拡張ボル

トです。  

 このボルトは 13 mm 六角ソケット 

レンチで操作します。 

29 

 

M8x35 mm ネジ 32 個 

 これは、FHDC163 壁マウント ブラケ

ットをフロア スタンドに取り付ける

ために使用するネジです。  

 このボルトは 13 mm 六角ソケット 

レンチで操作します。 

30 

 

M6x10 mm ネジ 18 個 

このネジは以下の用途に使用されます。 

1. 壁マウント ブラケット コネクタ ピ

ースを取り付けて、2 つの壁マウント 

ブラケットを接続します。 

2. ストッパー プレートを組み立てま

す。 

31 

 

大型なべ頭 M3x8 

mm 
12 個 

 このネジは下部フレームの固定ピンに

固定され、そこに設置されたロック 

ブロックが緩まないようにします。 

32 

 

M3x6 mm ネジ (ワ

ッシャー付き) 
3 個 

 このネジは、下部フレーム 1 と下部

フレーム 2 を 1 つの組み立てユニッ

トとして固定するために使用されま

す。 

33 

 

M3x8 mm ネジ (ワ

ッシャー付き) 
2 個 

 このネジは、オプション キットの 

Wi-Fi アンテナをシステム コントロー

ル ボックス内に取り付けるためのも

のです。 

34 

 

M3x25 mm ネジ 

(ワッシャー付き) 
6 個 

 このネジはフック プレートを壁掛け

スライ ドレールに固定し、ディスプ

レイを安定させて揺れを防止するため

に使用します。 

35 

 

RJ45 ～ RS232 ケ

ーブル 
1 個  RS232 制御用です。 
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II. フロア スタンド部品リスト (オプション) 

項目 画像 部品名 数量 注 

1 

 

左側垂直カラム 1 個 
 メイン ビームを取り付けるため

の垂直構造を提供し、スタンド用

のローラーを提供します。 

2 

 

右側垂直カラム 1 個 
 メイン ビームを取り付けるため

の垂直構造を提供し、スタンド用

のローラーを提供します。 

3 

 

水平ブラケット 2 個 
 2 つの垂直柱アセンブリ間に水平

構造を提供し、マウント バーの

取り付け面を提供します。 

4 

 

M8x20 mm ネジ 16 個 

 このネジは、フロア スタンドの

垂直カラムと水平ブラケットのア

センブリを固定するために使用さ

れます。  

 このボルトは 13 mm 六角ソケッ

ト レンチで操作します。 
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III. 使用する工具と付属品のリスト 

項目 画像 部品名 数量 注 

1 

 

プラス ドライバ

ー 
1 個 

 プラス ネジの取り外しと設置に

使用する工具。 

2 

 

5 番六角レンチ 1 個 

 この工具は、ユニット シャーシ

内部の側面フック機構を操作して

組み立てや分解を行うために使用

します。 

3 

 

13 mm 六角ソケ

ット レンチ 
1 個 

 この工具は、ユニット全体に使用

されているリベット ボルトや 

M8 ネジのナットを締めたり取り

外したりするために使用します。 

4 

 

マグネット高さ調

整工具 
2 個 

 LED パネルを磁気サポートに固定

するディスプレイ シャーシ内の

磁気ボルトの高さを調整するため

の工具。 

5 

 

フロント タイル 

プーラー 
1 個 

 これは、COB LED パネルの組み立

てと分解に特化したフロント タ

イル プーラーです。 

6 

 

フロント カバー 

メンテナンス工具 
1 個 

 これは、下部フレームのカバー 

プレートを取り外す際に使用する

フロント カバー メンテナン工具

です。 

7 

 

静電気防止手袋 5 組 

 これらの手袋を着用すると、技術

者は FHDC163 の組み立てやメン

テナンス中に静電気を除去し、

LED ディスプレイを保護すること

ができます。 
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壁マウント設置 

 

 壁マウント設置のイメージ図 (FHDC163) 
 

設置手順: 

1) 現場環境に合わせて、大画面の地上からの高さと合わせて、上部壁マウントと下部壁マ

ウントの穴あけ位置を決定します。水平方向の位置合わせを確実にするには、水準器が

必要です。 

2) 上部壁マウントと下部壁マウントは、それぞれ第 １ 壁マウント ブラケットと第 ２ 壁

マウント ブラケットから構成され、コネクタによって接続されています。コネクタを固

定するために、6 本の M6*10 なべネジを使用します。 

3) ストッパー プレート-L とストッパー プレート-R を、M6×10 mm なべ頭ネジ 6 本を使用

して上部壁マウントの左右端に設置します。これらのプレートは、LED ディスプレイが

安全許容範囲を超えて壁マウント上で滑るのを防ぎます。 

ステップ 1: 上部壁マウント本体と下部壁マウント本体の組立図  
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第 １ 壁マウント ブラケット。 

第 2 壁マウント ブラケット。 
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ステップ 2: 上部壁マウントのストッパー プレート-L とストッパー プレート-R 部品の組み

立て図。 

 

 

 

 

 図中の赤い丸印は、壁マウント ブラケットを取り付けるために必要な主要な穴あけ箇所を示しています。 

  

ストッパー プレート-R 

ストッパー プレート-L 
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1) 壁に適切な穴の位置をマークし、工具を使用してマークした位置に直径 10 mm の穴を開

けます。 

2) 図の黄色の円で囲まれた位置は、FHDC163 壁マウント ブラケットを設置するための必須

の取り付け穴を示しており、合計 24 個の固定ポイントがあります。 

3) 下図に示すように、対応する穴位置に設置するには、M8 * 80 拡張ボルトを使用します。 
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1) 壁マウントを設置した側面断面図。 

 

 

2) 壁マウントを設置した正面図は下図のようになります。上部吊り棒と下部吊り棒は地面と平

行で、上下が揃っています。それらの間の距離は 1012.5 mm です。 
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3) 壁マウントが正しく設置されているかどうかを確認するには、次の点を確認します: I 水平か

どうか。II 上部の壁マウントと下部の壁マウント間の距離が正しいかどうか。以下の方法で確

認・調整できます: 

I. 水準器を使用して、壁マウントが水平かどうかを測定します。水平でない場合は、拡張ボ

ルトを緩めて調整し、手で軽く押して水平にしてから、ボルトを締めます。 

II. 巻尺を使用して、上部壁マウントと下部壁マウント間の距離が正しいかどうかを確認しま

す。正しくない場合は、拡張ボルトを緩め、手で軽く押して距離を調整し、ボルトを締め

て調整します。 

4) 床置き設置の設置手順に従ってキャビネットを設置します。 
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床置き設置 

 

 床置き設置のイメージ。 
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1. 床置き型 FHDC163 寸法図 
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2. 使用および運用上の注意 

注意事項 

• このスタンドは、OPTOMA FHDC163 LED ディスプレイ専用です。このスタンドを他のモデル

と併用すると、不安定になり怪我をする可能性があります。 

 

転倒の危険! 

• スタンドをケーブルの上、凹凸のある表面、汚れた表面、柔らかい表面、または急な傾斜の

表面の上を転がさないでください。 

• ディスプレイの前面を押さないでください。移動する前に必ず車輪のロックを解除してくだ

さい。 

この注意に従わなかった場合、機器の損傷や人身傷害が発生する可能性があります。 
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設置手順: 

ステップ 1: フロア スタンドを組み立てる 

1) フロア スタンド アセンブリの詳細リストに基づいて、下図に示すように対応するコンポー

ネントを見つけます: 

2) 下図に示すように、適切な工具を使用して取り付けネジを締め、フロア スタンド アセンブ

リの設置を完了します。 
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ステップ 2: FHDC163 壁マウントをフロアスタンドに設置する 

1) 下図は、FHDC163 壁マウントを設置したフロア スタンドの立面図です。ピンク色の円でマ

ークされた位置は、壁マウントを取り付けるためのネジ ロック ポイントを示しています。 

 

 

2) FHDC163 LED ディスプレイ用壁マウント ブラケット アセンブリは、コネクタ ピースで相

互接続された 2 つの個別の壁マウント ブラケット コンポーネントで構成されています。壁

マウント ブラケット一式が合計 2 セット付属します。 

壁マウントをフロア スタンドに取り付けるには、以下のコンポーネントと工具を事前に準

備する必要があります: 
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コンポーネント: 

 壁マウント ブラケット 1 * 2 個 

 壁マウント ブラケット 2 * 2 個 

 壁マウント ブラケット コネクタ ピース * 2 個 

 ストッパー プレート-L * 1 個 

 ストッパー プレート-R * 1 個 

 

 

 

ファスナー: 

 M8*35 mm ネジ * 28 個 

 M6*10 mm ネジ * 18 個 

 

工具: 

 プラス ドライバー 

 13 mm 六角ソケット レンチ 

 

 

 

 

 

以下は、フロア スタンドの下側にある壁マウント ブラケットを例として、FHDC163 壁マウ

ントをフロア スタンドに組み立てるための OPTOMA 推奨の手順です。  
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ステップ 1 

13 mm 六角ソケット レンチを使用して、図に示すネジ穴の位置に 6 本の M8×35 mm 

ネジを締め、第 1 壁マウント ブラケットをフロア スタンドに固定します。 

図のピンクの丸で囲まれたマークは、ネジが第 1 壁マウント ブラケットを通過するネ

ジ穴を示しており、黄色の丸で囲まれたマークは、ネジをフロア スタンドに固定するため

のネジ穴を示しています。 

 

  

第 1 壁マウント ブラケット。 
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ステップ 2 

次に 13 mm 六角ソケット レンチを使用して、図に示すネジ穴の位置に 6 本の  

M8×35 mm ネジを締め、第 2 壁マウント ブラケットをフロア スタンドに固定します。 

同様に、図のピンクの丸で囲まれたマークは、ネジが第 2 壁マウント ブラケットを通

過するネジ穴を示しており、黄色の丸で囲まれたマークは、ネジをフロア スタンドに固定

するためのネジ穴を示しています。 

 

  

第 2 壁マウント ブラケット 
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ステップ 3 

プラスドライバーを使用して、図に示すネジ穴の位置に 6 本の M6*10mm ネジを締

め、壁マウント ブラケット コネクタ ピースを 2 つの壁掛けブラケットに固定し、それら

を 1 つのユニットに接続します。 
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フロア スタンド上での上部壁マウントの組み立て方法は上記と同じです。下図は、

FHDC163 フロア スタンドを組み立てた後の完成外観を示しています。 

 

 

 

  

上部壁マウント アセンブリ 
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ステップ 4 

最後に、図のように、プラス ドライバーと 6 本の M6x10 mm なべ頭ネジを使用し

て、ストッパー プレート-L とストッパー プレート-R を上部壁マウントの両端に取り付け

ます。一つのユニットに組み立てると、FHDC163 フロア スタンドが完成します。 

 
  

ストッパー プレート-R 

ストッパー プレート-L 
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ステップ 5: FHDC163 LED ディスプレイを構成するユニット シャーシを組み立てます。 

FHDC163 LED ディスプレイは、6 本の垂直なユニット シャーシ カラムで構成されてい

ます。各カラムは、上部モジュールと下部モジュールの 2 つのシャーシ モジュールで構成

されています。下図は、FHDC163 LED ディスプレイ筐体の構造レイアウトを示しています。 

 
 FHDC163 LED ディスプレイは、6 カラムのユニット シャーシで構成され、合計 12 個のシャーシ モジ

ュールからなります。  
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FHDC163 ディスプレイの組み立て手順は以下のとおりです。 

1. 各番号付きユニット シャーシの上部シャーシ モジュールと下部シャーシ モジュールを

組み合わせて 1 つの完全なユニットにし、6 つのユニット シャーシ カラムを形成します。 

2. ディスプレイの組み立てを完了するには、6 本のユニット シャーシ カラムを壁マウント 

ブラケットに取り付けます。 

 

この手順では、上部シャーシ モジュールと下部シャーシ モジュールを組み立ててユニット 

シャーシを形成する方法について説明します。同じ手順は 6 つのユニット シャーシすべてに適

用されます。そのため、組み立て方法を説明するために、ユニット シャーシ 1 を例として使用

します。 

 

 

 

 この文書では、ユニット シャーシ 1 を例にとり、上部シャーシ モジュールと下部シャーシ モジュー

ルを 1 つのユニットに統合する手順について説明します。 
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 UC1 下部モジュールのガイド ピンの詳細図。 

まず、UC1 下部モジュールの上面にある 3 本のガイド ピンを、UC1 上部モジュールの下面

にあるピン穴に合わせて挿入します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 図に示すように、黄色の円で囲まれた部分は UC1 上部

モジュールの下部にあるガイド ピン穴を示し、赤色の

円で囲まれた部分は UC1 下部モジュールの上部にある

ガイド ピンを示しています。 

 UC1 上部モジュール 

 UC1 下部モジュール 
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 左側のフックを固定するには、5 番六角レンチを時計回りに 90 度回してください。右側

のフックを固定するには、5 番六角レンチを反時計回りに 90 度回してください。 

 5 番六角レンチを時計回りおよび反時計回りに回転させることで、

側面フックを操作する様子を示す図。 

次に、5 番六角レンチを使用して、赤丸で囲まれた位置にある側面フックを回転させて作動さ

せ、UC1 上部モジュールと UC1 下部モジュールを固定します。 
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UC1 下部モジュールの側面フックをしっかりと固定した後、天吊りプレートを取り付けて、

ユニット シャーシ 1 の構造的な強度を確保します。 

 

KM8×16 mm ネジで天吊りプレートを固定する際は、推奨トルク 2.5 kgf・m を適用してくだ

さい。 

 

 ユニット シャーシ上の天吊りプレートの位置。 
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次に、UC1 上部モジュールと UC1 下部モジュールを電源ケーブルで接続します。 

 

 赤丸で囲まれた部分における電源ケーブル接続部の詳細図。 

 

  



    
                            

 
 

32 

 

次に、図に従って FFC ケーブルを接続し、ユニット シャーシの上部モジュールと下部モジ

ュール間の信号を直列に接続します。 

 

 黄色の丸印の位置における FFC ケーブル接続部の詳細図。 
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上記の手順で、UC1 の上部モジュールと下部モジュールの組み立てが完了します。ユニット 

シャーシ 2 から 6 までは同じ手順で組み立てることができ、最終的に合計 6 つのユニット シ

ャーシが製造されます。 

 

 

 

 各シャーシの上部モジュールと下部モジュールが組み立てられて 1 つのユニットになると、6 つの

ユニット シャーシが製造されます。 
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ステップ 6: LED ディスプレイ ユニット シャーシをフロア スタンドに取り付ける 

1) カラムに組み立てられたユニットシャーシには、バック フックとエッジングがあらかじ

め設置されています。 

2) 一体型 LED ディスプレイはユニット シャーシに番号順に 1 カラムずつ配置されて出荷

され、FHDC163 の場合は合計 6 カラムに配置されます。 

3) FHDC163 の 6 カラムのユニット シャーシ番号を識別する方法は、各キャビネットの内

側に貼付されたラベル番号を識別することです。図に示すように: 

 キャビネット ラベル番号 1 ～ 6 はユニット シャーシ 1 に対応します。 

 キャビネット ラベル番号 7 ～ 12 はユニット シャーシ 2 に対応します。 

 キャビネット ラベル番号 13 ～ 18 はユニット シャーシ 3 に対応します。 

 キャビネット ラベル番号 19 ～ 24 はユニット シャーシ 4 に対応します。 

 キャビネット ラベル番号 25 ～ 30 はユニット シャーシ 5 に対応します。 

 キャビネット ラベル番号 31 ～ 36 はユニット シャーシ 6 に対応します。 
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4) OPTOMA は、6 カラムの FHDC163 LED パネル ユニットの組み立て順序を次のように推

奨しています: 3、4、2、5、1、6。 

 

 

 FHDC163 6 ユニット シャーシの設置シーケンス図。 
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 各ユニット シャーシの背面には 2 つのフック プレートが装備されており、2 つの壁マウント ブラ

ケットと噛み合うように設計されているため、ユニット シャーシを安全に設置できます。  

壁マウント ブラケット 
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ステップ 7: LED ディスプレイ ユニット シャーシを組み立てる 

＊ ユニット シャーシを吊り下げる前に、フロア スタンドのキャスターがロックされ、壁

マウントが水平になっていることを確認してください。 
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1) ユニット シャーシを中央から側面に掛け、壁マウントをキャビネットの壁マウントに掛け、

さらにフロア スタンドに掛けます。 

2) ユニット シャーシの隣接する 2 番目のカラムを設置し、隣接する側面がしっかりと揃っ

た状態で、フックを壁マウントに掛けます。側面スプリングの位置決めピンを引き抜き、

位置決めピンを対応する位置決め穴に完全に挿入し、対応する六角レンチで側面フックロ

ックを回転させて、ユニット シャーシの 2 つのカラムを完全にロックします (下図を参

照): 

 

  

 位置決めピン * 60 個  側面フック * 30 個 

最後まで押してください。 
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3) 下図に示すように、ユニット シャーシの他のカラムの設置を順番に完了します: 
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ステップ 8: 床置き型 LED ディスプレイ シャーシを安定させて揺れを防止する 

プラス ドライバーを使用して、図の矢印記号で示されたネジ穴に 6 本の M3x25 mm ネ

ジを挿入してください。4kg.cm のトルクで締め付けます。これにより、ユニット シャーシ

の背面にあるフック プレートが壁マウント レールにしっかりと固定され、LED ディスプレ

イの揺れを防ぐことができます。 

 矢印記号で示された位置は、床置き型 FHDC163 LED ディスプレイ シャーシに 6 本の M3x25 mm ネ

ジを設置する位置を示しています。 
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 これは、M3x25 mm ネジを設置するために使用される FHDC163 LED ディスプレイ シャーシのネジ穴

の詳細図です。 

 

 

 

 図のように、M3x25 mm ネジをネジ穴に挿入し、4kg.cm のトルクで締めます。 
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ステップ 9: 下部フレームを組み立てる 

1) 下部フレーム アセンブリは、図に示すように、下部フレーム用の内蔵接続プレートによ

って接続された下部フレーム 1 と 2 で構成されています。 
 

 

 これは、FHDC163 下部フレームを構成するコンポーネントの位置を示す概略図です。赤い破線で示された領域

は、組み立て位置を示しています。 

 

 

2) これは、下部フレーム 1 と下部フレーム 2 の間の組立接合部の詳細図です。図を参照

してください。下部フレーム 1 と下部フレーム 2 の位置を合わせて取り付けた後、矢

印で示された位置に M3×6mm ネジを 3 本締め付けて、両者を一体化します。 

 

  

組み立て位置 

フレーム 1 フレーム 2 



    
                            

 
 

43 

 

3) 下図に示すように、下部フレームはロック ブロックと固定ネジを使用してキャビネット 

アセンブリに固定されます (最初にロック ブロックを挿入し、次にネジを締めて固定し

ます): 

 

4) FHDC163 LED ディスプレイの下部フレームには、キャビネットに接続する固定ピンが 12 

個あります。組み立てと固定方法は上記の通りです。 

 

 

 

  

固定ピンの詳細図 
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ステップ 10: ケーブル配線 

図に従ってユニット シャーシ間の電源ケーブルと信号ケーブルを接続します。次に、信号ケーブ

ルと電源ケーブルを下部フレーム アセンブリに接続します。下図の通り: 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

番号 部品名 数量 

1 キャビネット 16 間の垂直カスケード電源ケーブル。 30 

2 キャビネット間の水平カスケード ケーブル。 4 

3 キャビネット間の水平カスケード ケーブル - 左カスケード。 1 

4 キャビネット間の水平カスケード ケーブル - 右カスケード。 1 

5 入力電源ケーブル。 1 
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1) まず、図に従って、電源ケーブル 3 番と 4 番の黒と赤の分岐線のリング端子を、制御シ

ステム バー内部の電源ユニットの金属端子に接続してください。 
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2) 次に、黄色の枠で囲まれた箇所に電源ケーブルを接続します。接続箇所は全部で 4 箇所

です。 

 

 電源ケーブルのデイジーチェーン接続動作の詳細図。 
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番号 部品名 数量 

1 キャビネット間の垂直信号 FFC。 30 

2 キャビネット間の水平信号 FFC 4 

3 キャビネット間の水平信号 FFC - 左カスケード。 1 

4 キャビネット間の水平信号 FFC - 右カスケード。 1 
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 下部フレームのケーブル配線。 

  

番号 部品名 数量 

1 スピーカー分岐ケーブル。 1 

2 キーボードと送信機カード FPC。 1 

3 送信カードと電源モジュールのワイヤーハーネス。 1 

4 Wi-Fi モジュールと送信機カードのパッチ コード。 1 

 信号ケーブル配線。(詳細図) 
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ステップ 11: LED パネルを設置する 

* 設置順序は、現場の設置環境に応じて、左から右、右から左、下から上、上から下になります。 

* 組み立て時に平面度が悪い場合は速やかに修正してください。 

1) LED パネルの接続方法は、ブリッジ ボードとモジュール上のコネクタを介して接続され

るハード接続です。設置する際は必ず力をコントロールし、無理に差し込まないようにしてくだ

さい。設置方向は、LED パネルの矢印で示されている方向と反対です (つまり、組み立てのため

に LED パネルを 180° 回転させます)。下図を参照してください: 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 LED パネルをシャーシに取り付ける際は、LED パネルの裏面に印刷されている矢印記号が下向きにな

っていることを確認してください。HUB 基板上には、LED パネルの正しい取り付け方向を示す白い矢

印が印刷されています。 

 

  

 LED パネルの背面図。 

矢印の方向は下方向です。 

LED パネル上のシルク 

スクリーン矢印 



    
                            

 
 

50 

 

4) キャビネットと LED パネルのシリアル番号の説明。出荷された各キャビネットには右上

隅 (内側) にマーク番号があり、この番号は工場の調整時に設置されたときのキャビネッ

トの対応する位置を表します。各 LED パネル (背面) にもマーク番号があります。例: 

16-5。16 は、工場出荷時の調整時にこの LED パネルがキャビネット 16 に設置されて

いることを表し、5 はキャビネット 16 内の位置を表します。 
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5) FHDC163 画面の LED パネルには、特定の指定された設置位置があります。施工担当者は、

LED パネルの裏面にある番号を確認し、FHDC163 画面の図に示されている組み立て位置に設

置する必要があります。 

 

 
 

 FHDC163 LED パネルの設置場所マップ。 

 

 

I. LED パネルの設置順序は、FHDC163 LED パネルの設置の容易さと組み立てられた画面の平坦

性の両方に影響します。OPTOMA では、施工担当者が以下に概説する LED パネルの設置手

順に従い、それに従って各キャビネット領域に LED パネルの設置を完了することを推奨して

います。 
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図中のカラー ブロックの番号を参照してください。1 ～ 4 の手順に従って、FHDC163 

画面の各指定領域に LED パネルを順番に設置します。各カラー ブロック エリアへの LED 

パネルの設置も特定の順序に従う必要があります。図の矢印で示す鉛直線に沿って下から上

へ連続して設置してください。また、破線の白い矢印で示された方向に従って、パネルを連

続して設置します。 
 

 

 

 FHDC163 LED パネルの設置手順と順序 
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II. FHDC163 シャーシに LED パネルを連続して隣接して設置する場合は、設置する LED パネル

の端が、既に設置されている隣接するパネルの端に軽く触れていることを確認してくださ

い。この接触点をピボットとして使用し、LED パネルを FHDC163 シャーシに対して磁気的

に固定して平らに配置し、設置を完了します。設置プロセス中は、LED 表面同士の衝突によ

る損傷を防ぐため、パネルとスクリーンの間に 5 度を超える角度が生じないようにしてくだ

さい。 

  

 LED パネルの正しい設置手順を図解で説明します。 
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III. 接合された LED パネル設置の平坦性を調整する方法。 

FHDC163 LED ディスプレイ画面は、高さを回転できる 2,592 個の調整可能な磁気ボルト

によって支えられた、平面を形成する磁気的に設置された 288 個の LED パネルで構成され

ています。  

接合された LED パネルの支持面に高さの偏差が見られる場合、ユーザーはマグネット 

カップ ボルト高さ調整工具を操作してマグネット ボルトを調整できます。ボルトを時計回

りに回すと高さが低くなり、反時計回りに回すと高さが高くなります。 

ここでは、マグネット カップ高さ調整工具を使用して、接合された LED パネルの角の

高さの不均一性を修正する手順のデモンストレーションを示します。 

 
 

 図の矢印は LED パネルの左下隅を指しており、この部分ではパネルが画面から突き出ているため、

パネルの表面が凹凸に見えます。 
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 まず、真空吸引工具を使用して、凹凸のある LED パネルを取り除き、適切に配置します。 
 

 
 

 LED パネルを取り外した後、凹凸の下にあるマグネット カップ ネジを親指と人差し指でつまみ、左

右に軽く回して、緩んでいたり浮き上がっていたりするかどうかを確認します。 
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 その位置のマグネット カップ ネジが緩んでいて回転できる場合は、マグネット高さ調整工具を使用

してネジを固定し、3 Kg.cm のトルクで時計回りに締めます。 
 

 

 すべてのマグネット カップ ネジが締められていることを確認した後、取り外した LED パネルを慎

重に元の位置に設置し、パネルが平らな面に揃っていることを再度確認します。 
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ステップ 8: 下部フレーム カバー プレートを設置する 

1) 下部フレーム カバー プレートを設置します。設置図に従って、カバー プレートを右か

ら左の順に設置します。カバー プレートには元の色の位置決めピンが付いています。ピンを合

わせた後、カバー プレートは磁気吸引によって下部フレームに固定されます (下図参照)。 
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付録 1 

 

Wi-Fi アンテナ モジュールの設置方法 

Wi-Fi アンテナ モジュールは、FHDC163 のオプション キットです。以下はこのコンポーネントの

設置手順です。 

 

 

 FHDC163 用 Wi-Fi アンテナの外観 

 

 

 

設置場所 

Wi-Fi アンテナの設置場所は、下図の破線で囲まれた赤い円で示されているように、FHDC163 シス

テム コントロール ボックス内の PSU の左側にあります。 
 

 

 Wi-Fi アンテナの設置場所は、下部フレーム内です。 
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組み立て手順 

ステップ 1:  

下図を参照してください。Wi-Fi アンテナの USB ポートをシステム コントロール ボック

ス内の対応する USB プラグに接続し、完全に差し込まれていることを確認します。 

 

 
ステップ 2:  

下図の赤い円で示されたネジ穴に 2 本の M3*8 mm ネジを使用して、Wi-Fi アンテナをシ

ステム コントロール ボックスに固定します。 
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VAC 入力電気特性 

 

FHDC163 の電気特性 

100 V AC 入力時 220 V AC 入力時 

パラメーター 単位 定格 最大 
パラメータ

ー 
単位 定格 最大 

入力電流 A 6.00 15.00 入力電流 A 3.82 9.54 

入力周波数 Hz 50 ～ 60 65 入力周波数 Hz 50 ～ 60 65 

電源 W 600 1500 電源 W 600 2100 

 

回路保護  

高電流故障から保護するため、各スクリーン セクションは個別の回路ブレーカーで保護する必要

があります。 

 漏洩仕様: 264 VAC/60 Hz 時、ディスプレイ 1 台あたり最大 13.1 mA。 

 保護限界: 16 mA RCD を使用する場合は、誤作動を防ぐため、負荷はセクションごとに 1 

つの LED ディスプレイに制限する必要があります。 
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